
歌
集
『
伊
那
』
と
言
え

ば
、
飯
田
下
伊
那
全
域
の

合
同
歌
集
『
伊
那
』
を
連

想
す
る
人
が
多
い
と
思
う

が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う

と
す
る
歌
集
『
伊
那
』

は
、
そ
れ
以
前
に
、
今
村

良
夫
・
池
田
寿
一
・
村
澤

武
夫
・
大
澤
乙
井
等
が
発

行
し
た
四
冊
の
歌
集
を
指

す
。つ

ま
り
、
�
現
代
篇

（
昭
和
２４
年
刊
）
�
�
旅

篇
（
同
２６
年
刊
）
�
古
歌

篇
（
同
３６
年
刊
）
�
続
伊

那
歌
道
史
（
同
４８
年
刊
）

の
四
冊
で
あ
る
。
�
と
�

は
今
村
が
、
�
は
池
田

が
、
�
は
村
澤
が
そ
れ
ぞ

れ
中
心
と
な
っ
て
編
集
刊

行
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
の

�
旅
篇
に
関
す
る
資
料

が
、
先
頃
、
そ
の
今
村
家

か
ら
南
信
州
地
域
資
料
セ

ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。

上
記
第
二
集
（
�
旅

篇
）
は
、
短
歌
革
新
以
後

の
上
・
下
伊
那
を
訪
れ
た

著
名
歌
人
等
の
旅
の
歌
を

採
録
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
島
木
赤
彦
や
斎
藤
茂

吉
、
太
田
水
穂
や
窪
田
空

穂
等
の
�
旅
歌
で
あ
る
。

作
者
数
は
八
十
四
人
、
採

録
歌
は
千
九
百
五
十
一
首

に
及
ぶ
。

そ
の
中
に
は
、
日
夏
耿

之
介
や
金
田
千
鶴
等
、
伊

那
谷
著
名
作
家
も
一
部
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
富
岡
鉄
齋
・
川
井

玉
堂
・
正
宗
徳
三
郎
の
よ

う
な
著
名
画
家
も
入
っ
て

い
る
。中
で
も
正
宗
は
、右

四
冊
の
表
紙
絵
や
題
字
等

も
手
が
け
、
標
題
の
歌
集

と
特
に
関
わ
り
が
深
い
。

正
宗
得
三
郎
（
一
八
八

三
〜
一
九
六
二
）
は
、
本

郡
と
縁
深
い
洋
画
家
で
あ

る
。
彼
は
、
戦
中
か
ら
戦

後
、
旧
三
穂
村
（
現
飯
田

市
）
に
疎
開
し
、
こ
の
地

の
作
品
を
多
く
遺
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
正
宗

は
右
の
歌
集
に
も
短
歌
十

三
首
を
寄
せ
て
い
る
。「
三

穂
山
村
に
て
」
と
題
し
て

七
首
、「
鹿
塩
に
て
」
と
題

し
て
一
首
、「
大
平
峠
に
遊

び
て
」
と
題
し
て
一
首
が

載
る
。さ
ら
に
、飯
田
営
林

署
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
、

浪
合
の
尹
良
親
王
の
御
陵

を
詣
で
た
折
り
の
作
で
あ

る
と
い
う
詞
書
き
を
添
え

て
四
首
が
載
っ
て
い
る
。

今
度
、
先
の
資
料
か

ら
、
そ
れ
に
関
す
る
正
宗

自
筆
の
原
稿
が
出
て
き
て

驚
い
た
。
昭
和
二
十
五
年

十
二
月
二
十
二
日
の
消
印

が
あ
る
封
書
に
は
、
原
稿

用
紙
二
枚
に
墨
書
さ
れ
た

歌
稿
と
短
い
書
簡
が
入
っ

て
い
た
。

そ
の
書
面
か
ら
、
今
村

は
、
既
に
完
成
し
て
い
た

第
一
歌
集
『
伊
那
』
を
献

呈
し
つ
つ
、
第
二
集
の
編

集
意
図
を
伝
え
、
正
宗
の

出
詠
歌
を
要
請
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
編
者
今

村
の
努
力
と
労
苦
を
思
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
稿
を
見
る
と
、
御
陵

を
詣
で
た
折
の
四
首
に
つ

い
て
不
可
解
な
点
が
生
じ

る
。
ま
ず
最
後
の
一
首

「
東
海
の
青
き
小
嶋
は
草

枯
れ
て
人
の
つ
ぶ
て
の
数

の
み
ぞ
ふ
ゆ
」
は
、
こ
こ

に
記
す
べ
き
で
は
な
く
、

独
立
し
て
別
個
に
記
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
こ
に
は
「
日
本

国
を
か
え
り
み
て
」
と
い

う
詞
書
き
が
つ
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
そ
の
前

の
歌
に
つ
い
て
も
疑
念
が

湧
く
。
こ
の
一
首
は
、
昭

和
三
十
九
年
、
画
伯
を
偲

ぶ
人
た
ち
に
よ
っ
て
飯
田

市
伊
豆
木
の
別
曽
峠
に
建

立
さ
れ
た
歌
碑
の
碑
歌
で

あ
る
。
右
の
歌
稿
で
は
一

番
最
後
に
取
り
出
し
て
書

か
れ
て
い
る
上
に
、
内
容

も
浪
合
村
の
歌
群
と
は
全

く
異
な
る
の
で
、
こ
れ
は

最
初
の
「
三
穂
小
村
に

て
」
へ
入
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

な
お
、
こ
の
歌
の
二
句

目
を
、
一
部
に
「
眺
め
か

は
せ
し
」
と
読
む
向
き
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
変
体
仮

名
書
き
の
碑
歌
（
片
桐
泰

嶽
揮
毫
）
の
誤
読
か
ら
発

し
た
誤
り
で
あ
り
、
歌
稿

は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

三
と
せ
越
し
眺
め
う
つ

せ
し
赤
石
の
山
よ
忘
る

な
わ
れ
去
り
ぬ
と
も

・
・
・
・

つ
ま
り
、「
か
は
せ
し
」

は
誤
読
で
、
正
し
く
は

・
・
・
・

「
う
つ
せ
し
」
で
あ
る
。

（
故
人
敬
称
略
）
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正宗得三郎からの来信（歌稿）

文中の歌集『伊那』�～�
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